












またの名前を「日本童男、 倭男具那（やまとおぐな） 」と呼ばれる。 「童
男」とは「童女」の対で、未婚の男子、成人前 男子を指す。 『倭名類聚抄』には、 「童子未二結レ髪加一」 「十歳前後者」あるとしている。つまり、現代で言う 少年」に近 。　
そんな彼が、ヤマトタケルと名乗るようになったのは、熊襲征伐の時





















爾くして、小碓命、其の姨の倭比売命の御衣・御裳を給はりて剣を御懐に納れ 幸行しき。 （中略）爾くして、其の楽の日に臨みて、童女の髪の如く、其の結へる御髪を梳り垂れ、其の姨の御衣・御裳を服て、既に童女の姿と成り、女人の中に交り立ちて、其 室の内に入り坐しき。爾くして、熊曾建の兄弟二人、其の嬢子を見咸でて、己が中に坐せて、盛りに遊びき。故、其の酣なる時に臨みて懐より剣を出し 熊曾が衣衿を取りて、剣を其の胸より刺し通し 時 、其の弟建 見畏みて逃げ出でき。乃ち、其の室の椅 本 追ひ至り 背 皮を取り 剣を尻より刺し通しき。
 
（景行記）







（おとめの姿で、 剣を衣の中にひそめ、 川上梟師の酒宴の部屋に入り、女たちの中 紛れ込んでおられた。 川上梟師はその童女の姿を賞し、手をとって同席させ、酒 上 せ戯れ遊んだ ）































































名な話の一つである。更に言えば、そもそもヤマトタケルには白鳥にまつわるエピソードが多い 宮城県にある刈田嶺神社がそうである。ヤマトタケルにゆかりのあることから、白鳥大明神と呼ばれている。しかし『地名辞書』 には、 ヤマトタケルの伝説と刈田嶺神社は無関係としており、ヤマトタケルとその神社にゆかりがあると るはっきりした証拠はないのだが、付近に住む、白石住民の信仰は熱狂的で った 言わ る。　
例えば、 戊辰の役で、 白石城主の片倉小十郎は出陣の際の旗指物に「日
本武尊」 「白鳥大明神」 いう字を染め抜いた これは、片倉小十郎が白鳥信仰を信じていたからだろうと言われる。　
また、文化九年、刈田郡一帯に大暴風があった時、領主が誤って白鳥
を鉄砲で撃ったために、 のたたりが起こった だと人々が噂したという。このように白鳥信仰は古代だけではなく 後世にも根付 ているのである　
ヤマトタケルに限らず、白鳥への思い入れは、多くの伝説を作ってい
る。そこには白鳥が持つ神秘的なイメージに人々が魅了されるということが大きな理由の一つであると考えられる。
五
　
まとめ
　
以上、これらのことから、ヤマトタケルは男性的な性質と女性的な性
質を兼ね備えていることがわかる。一見相反するこの二つ 性格が、他の英雄にはない魅力を引き出してい 彼の荒々しさの陰に時折見られる優しさや、年相応さ、といった中性的な部分も見て取ることができる。　
また、英雄ではあり得ない行動の数々、破天荒な姿も多く見られる。
この二面性こそ、ヤマトタケルが理想の英雄像としてなり得 い 点で
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はないだろうか。日本人が圧倒的な英雄の存在を好まず、その人物に完璧でない部分や、人間臭さを暗に求めている ではないか。　
一見相反するこの二面性が、完璧な英雄ではないヤマトタケルを、今
日でも愛される人物にし続ける理由なのかもしれない。註
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